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公開講座「ホノルルマラソンを走ろう」の 10 年
田 中俊夫ぺ小原 繁日，川島 歩日キ
Decad of the Extension Progam ‘Let ’s Run Honlu Marthon' 
Toshi Tanka, Shigeru Obar, Ayumi Kawshima 
はじめに
徳島大学大学開放実践センターの公開講座「ホノルルマラソンを走ろうJ は平成 14 年度（202
年）に新規開講し，平成 23 年度（201 年）で 10 年目を迎えた。本講座はセンターが開設以来提
供してきた通常の生涯学習プログラムとは異なる特徴を持ち， 10 年間にわたって総受講者数 937 人，
延べ受講者 2369 人という過去最大規模の講座となった。メディアにも講座に関する話題が数多く































② 5 月開講として 12 月のホノルルマラソンまでの通年講座とする ③「ホノルルマラソンをイン









あり，定員を遥かに超える 86 名の受講申込みがあった。平成 14 年 5 月 18 日の開講日には，成功体
験の観察学習としてホノルルマラソン経験者から体験談を聞き，
全員の自己紹介を冊子にした「刺10 ’s Who ？」を配布し，講座後の
懇親会で、受講者の交流を図った。このような行動理論を用いた行
動科学的アプローチは継続率の高さにつながったように思われる。
運動を始めた人の 50% が 3 ヶ月以内にドロップアウトされる
ともいわれるが， 7 ヶ月後の講座修了時に長期欠席者（ドロップア
ウト者）は 2 割程度であり 8 割となる約 70 名がプログラムを継 初年度開講式（20)
公開講座「ホノルルマラソンを走ろう」の 10 年 67 
続し，そのうち 56 名が 12 月8 日に開催されたホノルルマラソンにエントリーした。
ホノルルにはマラソン講座生 56 名，インターネット講座生 7 名，スタッフ 4 名，家族・友人 1
名の計 7 名が 2 班に分かれて渡航した。これはセンターの公開講座にとって初の海外実習となっ













公開講座 2年目より 10 年固まで
「ホノルルマラソンを走ろう j 講座（以下ホノマラ講座）を新規受講者限定としたために 2 年目以
降の講座募集に際しては常に「今年は集まらないのではないかという j 不安が存在したことは事実
である。ホノルルマラソンへの挑戦は多くの人にとって魅力的なものであるとしても， 12 月に 1週
間の休暇を取ることと 30 万円前後の費用負担は参加のハードルとしてはそれなりに高い。徳島市
周辺の人口規模を考えても早い段階で対象者が限定されることが予想された。しかし，口コミを中
心としてホノマラ講座は浸透していき，平成 15 年度の 2 期生は 83 名， 3 期生 80 名， 4 期生 87 名
と多くの新規受講生を獲得し， 5年目には最高となる 106 名の受講者があった。また，県外からの受
講者もあり， 6 期生の男性は奈良より， 7 期生の男性は明石より通学し， 8 期生では「高速道路 10




ホノマラ講座 4 年目となった平成 17 年度にセンター内に「生涯学習健康マラソンクリニック」を
開設した。受講者数も 20 名を越え 大会参加の情報提供など講座外でのサポートも多岐にわたる






とと大学プログラムへの参加を継続してもらうという 2 点を目指した。このシステムは 2 年後の
8 年目からは受講2 年経過の人へ対象を拡大した。
受講者数の推移
表 1 は 10 年間の受講者数を示すものである。前述した講座の他にインターネットを利用した遠
隔講座「サイバーレッスン ホノルルマラソンを走ろう」があり この受講生も基本的には講座初
年度の方である。その合計数で見てみると 5-8 年目に 10 名を越えてピークを迎え，この 2 年は
減少傾向が見られるもののそれでも新規受講生は 80 名を超えている。 10 年間で総数 967 名の新規
受講生を迎えたこととなった。
新規受講者に 2 年目以降の継続者クラスと 3 年目以降のクリニック登録者を加えた年度受講者数




約 200 人）では年齢層は 60 代が最も
多く，男女比率も 2 : 1で女性が多い
ことを考えると，若い年代と男性受講
者の獲得で年代や性別の偏り是正にも
役割を果たしているといえる。 第 9 期開講式（201)
表 1 ホノルルマラヲン関連講座・マラソンクリニック受講者数
期 西暦 年度 ホノマラ講座 サイバー 継続者講座 クリニック
1 20 Hl4 85 
2 203 Hl5 83 59 
3 204 Hl6 80 108 
4 205 Hl7 87 14 
5 206 Hl8 106 10 170 
6 207 Hl9 90 14 189 40 
7 208 H20 90 18 187 71 
8 209 H21 94 1 12 160 
9 201 H22 63 20 78 203 
10 201 H23 58 28 63 25 

















ていた。表 2 は 10 年間のホノルルマラソンへの参加状
況である。合計延べ 568 名が参加して 3 名を除いて完走
した。 1 人は初マラソン挑戦で 20km 地点で、の膝の痛み
で棄権し，もう 1 人は 17 km 地点での転倒によるけがに
よって途中棄権した。最後の 1人は持病による体調不良
によって 10km 地点で棄権した。また，第 1期生の女性
2 人は 10 年連続で完走した。
12 月はハワイでは雨期にあたり雨の多い季節ではあ
るが， 10 年間で短時間のシャワーを除き，雨の降った






期 西暦 年度 エントリー 完走者 棄権 未出走者 スタッフ 天 候
数 ランナー
1 20 Hl4 56 5 1 3 晴れ
2 203 Hl5 74 74 5 晴れ
3 204 Hl6 53 53 4 晴れ
4 205 Hl7 71 70 1 5 晴れ
5 206 Hl8 78 78 7 晴れ
6 207 Hl9 43 43 5 雨、後晴れ
7 208 H20 63 62 1 4 雨、後晴れ
8 209 H21 52 51 1 3 晴れ
9 201 H22 16 16 2 晴れ
10 201 H23 64 63 1 3 暴コE ヨC
1仁』l 計 570 56 3 2 41 
現地におけるサポート組織
69 
ホノルルマラソン実習において長年お世話になった 2 つの組織がある。 1つは日系のトランス・
パシフィック ・ハワイ・カレッジ（TPHC ）である。当該カレッジはマラソンコース上の往路 20km,
復路 32km 地点に位置し，インターネット講座の作成したWEB ページを閲覧した現地日本人によっ
て紹介していただいた。 l年目はTPHC の駐車場を借りて徳島大学専用のエイドステーションの設
置とインターネット・ライブ中継を行った。 2 年目からはそれに加えて学生との交流会を開催し，
70 田中俊夫，小原 繁，川島 歩
阿波踊りとフラダンスの披露やブッフェパーティーなどを行った。 TPHC での交流会とエイドス
テーション設置は恒例となったが残念ながら 207 年の閉校によってその幕を閉じた。 TPHC が閉











ホノルルマラソンは参加者数 2 万人以上のビッグレースであるが ニューヨークシティマラソン，








期 西暦 年度 開催日 大会名 国 フルマラソ ハー フマラ スタッフ
’ ン参加者 ソン参加者 ランナー
3 204 H16 1 月 7 日 ニュー ヨー クシティ アメリカ合衆国 36 1 
4 205 Hl7 9 月26 日 ベルリン ドイツ連邦 4 1 
5 206 Hl8 7 月 2 日 ゴー ルドコー スト オーストラリア 54 5 1 
6 207 Hl9 10 月21 日 ローザンヌ スイス 48 2 2 
7 208 H20 1 月 2 日 ニュー ヨー クシティ アメリカ合衆国 69 1 
8 209 H21 8 月23 日 ニュー カレドニア フランス領 31 2 
9 201 H22 9 月24 日 ベルリン ドイツ連邦 34 2 
10 201 H23 4 月17 日 ロンドン イギリス 35 2 



















このような状況で市民ランナーは増え続けてきたが，さらに大きな転換となったのが 207 年 2
月に始まった東京マラソンである。ニューヨークシティマラソンをモデルとしたこの大会は，日本
で初めてトップランナーの競技会と市民マラソンを兼ね備えた都市マラソン大会であった。ト ップ
選手は賞金やオリンピック代表の座をかけて走り 市民ランナーは 7 時間の制限時間内に完走を目
指すもので，都市の中心部で 7 時間もの緩い制限時間を設定した大会は過去なかった。この東京マ
ラソンはスポーツイベントの枠を越えて各種メディアに取り上げられ 過去にジョギング経験すら
ない市民が多数エントリー申込みを行ったのである。定員 3 万人に対して， 1年目は 3 倍，そして 6
年目の 2012 年大会では 9 倍の 28 万人もの申込みがあった。フルマラソンがメジャースポーツへと
変わったのである。




タッフや受講者による大会運営のアドバイスや 初心者講座「とくしまマラソン走るんじよ j の指
導，レースにおけるペースメーカーの配置，お接待ステーションの設置やゴール地点における完走
72 田中俊夫，小原 繁，川島 歩
バンザイ隊の派遣である。
とくしまマラソンは全国的にも人気の高い大会へと成長し 2012 年 4 月の第 5 回大会は定員を






















201 年 12 月に第 24 回ランナーズ賞受賞者として「徳島大学大学開放実践センターマラソン講座
＆徳島大学TJP 」が表彰された。徳島県におけるマラソンの普及とその活動内容について評価してい
ただいたものである。講座の目標とした「ホノルルマラソンJ も過去の受賞者であることは大変感
慨深い。この 10 年の活動を支えてくださった多くの関係者 関係団体に深く感謝申し上げたい。
